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１．２．１ LNG ロケットエンジンＧＧ単体エレメント燃焼実験的研究：Ｈ２１年８月―Ｈ２２年３月．  
LNG液体ロケットエンジンにおけるターボポンプを駆動するための燃焼ガス発生装置では金属の
許容できる温度以下の比較的低温（約 1000K）で高圧（5.0 MPaA）の燃焼ガスを安定して発生させる
必要がある。このガス発生器の要素燃焼試験結果の反映が今後のロケットエンジン研究開発の進捗
に大きく影響する。燃焼実験では、着火条件、燃焼条件等を確認しながら高速度カメラや光学計測
系による燃焼観察等々実施した. 
 
